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　若年層を取り巻く社会環境および食環境には多くの問題が提起されている。そうした中で，

食生活の適正化を図り，生活習慣病を予防する目的で，鹿児島市内にある進学校２校および進

学率１７％の混合校３校の男・女高校２年生を対象に「現在の不満・悩みの原因」が食・生活・

疲労状況に及ぼす影響を検討した。友人や家族，異性との人間関係や生き甲斐のなさを「不

満・悩み」とする者は，人間的価値観・食意識・食品摂取状況・食の簡便化意識・食行動・ダ

イエット意識・生活行動ともに，望ましくない意識・行動を構築している様子が伺えた。さら

に，それらが自覚疲労度の高さへと関連していることが示唆された。また，こうした傾向は，

男・女別では女子に顕著で，疲労度も女子が高い傾向にあった。一方，進学校・混合校の間に

は若干の相違が認められたが，今後，多方面からの検討が必要であると思われる。
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蠢．はじめに
　

　高度経済成長期の好景気からバブル経済の崩壊を経た現在，国民のライフスタイルや人間的

価値観は益々多様化する方向にある。それに伴い，現代人はライフサイクルごとに多種多様な

悩みを抱え，「一億総ストレス人口」という言葉が聞かれて久しい。企業では，職場における

メンタルヘルス対策の必要性が急務１）とされ，学校現場においては，保健室利用者が増加傾向

にある２～３）という報告を聞く。そうした現状下で，若年層を取り巻く環境は，依然として多く

の問題が未解決の状態にある。教育現場においては学級崩壊４），いじめや自殺行為，校内暴力，
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退学者数増加，不登校５～６），家庭にあっては保護者の養育放棄，生活面に対する家庭教育放棄，

虐待行為，ひきこもり，家庭内暴力，親子間のコミュニケーション欠落，そして，地域社会に

おいては，誤った個人主義の弊害ともいえる他者への無関心など，人間関係の不協和がみられ

る。これらの社会現象が，高校生を代表する「１７歳」の不満や悩みの一因となって，ストレス

や犯罪の凶悪化，粗暴化傾向７）に関連する側面もあるのではないかと思われる。さらに，そう

した現象の一方で，食領域においては食マナーの欠落，コンビニエンスストアーおよびファー

ストフード型効率主義や偏食による現代型栄養失調，夜型リズムによる夜食摂取や朝の欠食，

早食いやドカ食いによる肥満，ダイエット志向も関与する拒食や過食，間食の食事化，夕食の

夜食化，食事のソフト化など健康に悪影響を及ぼす事例が数限りなく挙げられている。これら

食の問題行動は，その根底においてストレス要因である「不満・悩み」が複合的に関与してい

ると推測される。

　そこで今回，食の問題点および共同体的存在の人間が本来持つべき「食」の意味を明確にし

て，「知識の教育」だけでなく，「心の教育」を通して食状況改善の糸口をみつけることを目的

に，将来の我が国を荷う若年層の「現在の不満・悩み」が食や生活行動，疲労に及ぼす影響を

検討したので報告する。

蠡．対象および方法

　平成１２年１１月に，鹿児島市に在る，進学率１００％の進学校２校の高校２年生男子３１５名，女子

３０１名と，進学率１７％前後で就職希望者が多い混合校３校の２年生男子３１０名，女子３９４名を対

象に，集合法による自記入方式でアンケート調査を実施した。なお，対象および調査時期の選

択に際してはストレス感作を考慮し，受験や就職直前の３年生および試験期間直前を除外した。

　調査内容は漓対象の属性・体格状況７項目 滷生甲斐意識および人間的価値観６項目 澆食意識

１８項目 潺食品摂取状況１６項目 潸食の簡便化意識４項目 澁食行動１０項目 澀ダイエット状況７項

目 潯生活行動７項目 潛疲労３０項目 濳性格３５項目の１０領域・１４０項目である。疲労調査には「日

本産業衛生協会編・改定疲労判定のための機能検査法」を用い，性格調査には「クレッチマー

の性格類型テスト」を使用した。

　有効標本数１,３２０名を対象に，男子高校生・女子高校生および進学校・混合校と，性および学

校を層別化し，それぞれ表１－１に示す「現在の不満・悩み」を精神的因子群と社会的因子群
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　　（％）表１－１　高校生の「不満・悩み」分類表

社会的因子　ｎ＝７９７精神的因子　ｎ＝４５６
女子男子総計カテゴリ女子男子総計カテゴリ女子男子総計カテゴリ n=４１３n=３８４n=７９７n=４１３n=３８４n=７９７n=２６０n=１９６n=４５６
０．１０．００．１９．趣味２３．２２２．１２２．７１．学業１２．７６．７９．８１．友人関係
０．７１．６１．１１０．アルバイト２５．５２４．６２５．１２．進学・就職１．７１．４１．６２．家族関係
２．９２．４２．７１１．経済問題０．１０．５０．３３．仕事９．５９．４９．５３．異性関係
４．７６．４５．５１２．クラブ・サークル１．０２．２１．６４．健康０．９１．９１．４４．先生との関係
０．００．００．０１３．将来性０．７０．５０．６５．病気０．４１．１０．８５．孤独
０．００．２０．１１４．生活環境０．３０．５０．４６．老後３．６５．０４．２６．生甲斐のなさ
０．００．００．０１５．子育て０．１０．５０．３７．容姿・外観８．５５．６７．１７．自己の性格
０．００．００．０１６．介護０．００．００．０８．社会問題０．１０．２０．２８．コンプレックス
０．００．００．０１７．多忙注：不満・悩みはない（５．１％，７．２％，３．２％）は割愛



に２分類した。男子・女子ともに精神的因子群が４割弱で，社会的因子群が６割強と，社会的

因子群が多かった。一方，進学校においても両群の割合は同様な傾向がみられたが，混合校で

は精神的因子群が４１．０％と若干多かった。なお，学校別の男子・女子の構成人数は表１－２に

示す。そして，今回の解析領域である 滷生甲斐意識および人間的価値観 澆食意識 潺食品摂取

状況 潸食の簡便化意識 澁食行動 澀ダイエット状況 潯生活行動 潛疲労に及ぼす影響を性別，学

校別に比較検討した。なお，精神的因子群と社会的因子群の２分類に際しては「現在の不満・

悩みはない」とした者を，群分けに該当しないとして除外した。データ入力には統計ソフト

「STATISTICA」「EXCEL」「SPSS」を用い，「現在の不満・悩み」とアンケート質問項目と

の独立性についてピアソンのχ２検定を行い，カテゴリに５未満のセルがあった場合は統計解析

の検討項目から割愛した。さらに，疲労点数の平均値および割合の比較では９５％ＣＬの信頼区

間を求めて検討した。（回収率９２％，有効数９１％）

蠱．結　　果

１．対象者の属性および体格状況

　対象の住環境および兄弟（姉妹）数と誕生順位を表２に示す。総計と男子・女子および進学
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表１－２　学校別の男子・女子の構成表

混　　合　　校　ｎ＝６５９進　　学　　校　ｎ＝５９４
社会的因子群 ｎ＝３８９精神的因子群 ｎ＝２７０社会的因子群 ｎ＝４０８精神的因子群 ｎ＝１８６

女子
ｎ＝２００

男子
ｎ＝１８９

女子
ｎ＝１７７

男子
ｎ＝９３

女子
ｎ＝２１３

男子
ｎ＝１９５

女子
ｎ＝８３

男子
ｎ＝１０３

（％）表２　対象の属性および住環境　　

混合校進学校女　子男　子総　計

項目・カテゴリ 社会的
因子群
ｎ＝３８９

精神的
因子群
ｎ＝２７０

社会的
因子群
ｎ＝４０８

精神的
因子群
ｎ＝１８６

社会的
因子群
ｎ＝４１３

精神的
因子群
ｎ＝２６０

社会的
因子群
ｎ＝３８４

精神的
因子群
ｎ＝１９６

社会的
因子群
ｎ＝７９７

精神的
因子群
ｎ＝４５６

７１．２８１．５９０．９９３．５８５．７８７．７７６．６８４．７８１．３８６．４親・兄弟・自分
住　
　

環　
　

境

０．５０．４０．００．００．００．４０．５０．００．３０．２友人・知人
０．５０．４０．２０．００．００．４０．８０．００．４０．２兄弟・姉妹・自分
８．２７．４６．４４．８８．５６．９６．０５．６７．３６．４三～四世代
０．３０．００．２０．５０．２０．００．３０．５０．３０．２単身
１８．８９．６２．２０．０５．１３．５１５．９８．７１０．３５．７寮・下宿
０．５０．７０．０１．１０．５１．２０．００．５０．３０．９親戚
４．６７．０５．９７．５５．３６．２５．２８．７５．３７．２一人ッ子

姉
妹
数

兄　

弟

４０．４３８．９４５．８４５．２４３．６４３．５４２．７３８．８４３．２４１．４２人
４１．６４０．７４２．９４２．５４１．２４１．２４３．５４１．８４２．３４１．４３人
１３．４１３．３５．４４．８９．９９．２８．６１０．７９．３９．９４人以上
３４．７３４．１４７．８４７．８４１．６３８．８４１．１４０．８４１．４３９．７第１子

順
位

誕
生　

４０．４３７．８３５．５３４．９３８．３３６．２３７．５３７．２３７．９３６．６第２子
２０．３２３．０１５．７１５．１１７．７２１．５１８．２１７．３１７．９１９．７第３子
４．６５．２１．０２．２２．４３．５３．１４．６２．８３．９第４子以上



校・混合校のいずれにおいても，精神的因子群・社会的因子群ともに核家族が最も多く，それ

ぞれ７～８割を占めている。しかし，男子・女子別にみると，男子の社会的因子群では核家族

が７６．６％と若干低く，寮・下宿生活者が１５．９％みられた。また，進学校・混合校別では，進学

校の９割以上が核家族であったのに対し，混合校の社会的因子群は７１．２％と低く，寮・下宿生

活者が１８．８％みられた。兄弟（姉妹）数は男子・女子および進学校・混合校のいずれにおいて

も，両群ともに２人と３人が各４割前後で最も多いが，混合校においては両群ともに４人以上

も約１３．０％あり，他群に比較すると若干多かった。誕生順位は第１子と第２子が各４割前後で，

女子の精神的因子群と混合校の両群には第３子が若干多く２０．３％～２３．０％を占めていた。

　表３に示す体格状況をみると，男子の精神的因子群・社会的因子群は，平均身長が同値の

１７０．５cm，平均体重が６０．４kg～６１．５kg，BMIが２１前後，希望体重は現体重の平均値とほぼ同値

を示している。女子の精神的因子群・社会的因子群は，平均身長が１５７．４～１５８．３ cm，平均体

重が両群ともに５０．０kgで，BMIは２０の普通域にあるが，なりたい体重としては４～５ kg減少

を希望している。体格面においては男子・女子ともに社会的因子群が若干上回っていた。一方，

進学校では，身長，体重ともに精神的因子群が社会的因子群より若干大きく，混合校では社会

的因子群が精神的因子群より平均身長２．４cm，平均体重３．０kg大きく，希望体重をみると，精神

的因子群の方が痩せ願望は強い傾向にあった。

２．「現在の不満・悩み」に及ぼす影響要因の検討

　１．人間的価値観との関連性

　　「人間的価値観」領域の設問６項目を表４－１に示し，「現在の不満・悩みの原因」と有意

な関連がみられた項目を表４－２に挙げる。

　『学校における人間教育の受容認識』には総計と男子お

よび混合校に有意な関連性が認められる。いずれも精神

的因子群・社会的因子群ともに「どちらともいえない」

が最も多く，それぞれ半数前後を占め，「学んでいない」

は精神的因子群が社会的因子群より，それぞれ７．２％，

１３．９％， ８．５％高い。
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表３　対象の体格状況

BMI±SD
希望体重±SD
（kg）

平均体重±SD
（kg）

平均身長±SD
（cm）

群対象区分

２０．８±２．９６０．１±７．５６０．４±９．２１７０．５±５．８精神的因子群　ｎ＝１９６
男子

性
別

２１．１±３．０６１．４±８．２６１．５±９．５１７０．５±５．８社会的因子群　ｎ＝３８４
２０．２±２．４４５．１±４．５５０．１±６．８１５７．４±５．０精神的因子群　ｎ＝２６０

女子
２０．２±２．３４６．２±４．６５０．８±６．４１５８．３±５．２社会的因子群　ｎ＝４１３
２０．１±２．２５４．１±９．６５５．２±８．８１６５．４±８．３精神的因子群　ｎ＝１８６

進学校学
校
別

２０．２±２．１５３．１±９．２５４．９±８．３１６４．５±７．８社会的因子群　ｎ＝４０８
２０．７±２．９４９．８±９．１５４．１±９．８１６１．５±８．２精神的因子群　ｎ＝２７０

混合校
２１．１±３．１５４．０±１０．９５７．１±１０．９１６３．９±８．６社会的因子群　ｎ＝３８９
２０．４±２．７５１．６±９．５５４．６±９．４１６３．１±８．４精神的因子群　ｎ＝４５６

総計
２０．７±２．７５３．６±１０．１５６．０±９．７１６４．２±８．６社会的因子群　ｎ＝７９７

表４－１　人間的価値観項目

１．学校における人間教育受容認識
２．「人間の生き方」を学ぶ場所
３．現在の不満・悩み
４．現在の目標
５．人生のパートナー選択条件
６．お金の使途希望



　　『人間の生き方を学ぶ場所』には総計のみに関連性を認め，両群ともに「家庭と学校の両

方」とした者が最も多く，５５．７％・６２．６％で，精神的因子群が社会的因子群より６．９％低い。

　　一方，「必要ない」とした者も６．８％の低い割合に過ぎないがみうけられ，その傾向は精神

的因子群に若干高い。

　　『現在の目標』には，総計と男子

および進学校に有意な関連性が認

められる。いずれにおいても両群と

もに進学・就職や恋愛・結婚など

の「精神的欲求以外」が最も多く 

６４．０％～７９．８％を占め，社会的因子

群が精神的因子群よりそれぞれ

８．３％，９．５％，１１．７％高い。一方，

人間形成や人に迷惑をかけないな

どの「精神的欲求」は，いずれも

社会的因子群に比べて精神的因子

群が各５．０％前後高い。また，「何

もない」も精神的因子群が若干高

かった。なお，『現在の目標』は表

４－３に示すように，選択肢が２０カ

テゴリと多く度数５未満のセルが

多かったために「精神的目標」「社

会的目標」「何もない」の３カテゴ

リに併合した。（p値は表４－２を

参照） 
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（％）表４－２　層別の人間的価値観との関連　　

χ2

混合校　n＝６５９
χ2

進学校　n＝５９４
χ2

女子　n＝６７３
χ2

男子　n＝５８０
χ2

総計 　n＝１,２５３
項目・カテゴリ 社会的

因子群
n＝３８９

精神的
因子群
n＝２７０

社会的
因子群
n＝４０８

精神的
因子群
n＝１８６

社会的
因子群
n＝４１３

精神的
因子群
n＝２６０

社会的
因子群
n＝３８４

精神的
因子群
n＝１９６

社会的
因子群
n＝７９７

精神的
因子群
n＝４５６ 　　

学校における人間教育受容認識

★

２１．９１８．５
　

１８．４１８．８
　

２０．８２０．０
★★

１９．３１６．８
★

２０．１１８．６学んでいる
５５．５５０．４５０．０４１．９５２．５５１．２５２．９４１．３５２．７４６．９どちらとも
２２．６３１．１３１．６３９．２２６．６２８．８２７．９４１．８２７．２３４．４学んでいない 　　

「人間の生き方」を学ぶ場所

　

１８．３１５．６

　

１０．８１２．４

　

１３．６１３．１

　

１５．４１５．８

★★

１４．４１４．３家庭
８．７９．６７．１５．９７．５８．８８．３７．１７．９８．１学校
５９．９５４．８６５．２５７．０６８．８６０．８５６．０４９．０６２．６５５．７両方
４．６７．０４．９６．５２．４４．６７．３９．７４．８６．８必要ない
１．０４．１１．７５．４０．５３．５２．３６．１１．４４．６自分・他人
７．５８．９１０．３１２．９７．３９．２１０．７１２．２８．９１０．５社会環境 　　

現在の目標

　

１１．３１６．３
★

１８．９２７．４
　

１４．７２０．８
★

１５．６２０．９
★★

１５．２２０．８精神的欲求
８４．１７６．７７５．７６４．０８０．０７３．１７８．９６９．４７９．８７１．５精神的欲求以外
４．６７．０５．４８．６４．６６．２５．５９．７５．０７．７何もない

★p＜０.０５　★★p＜０.０１

表４－３　群別の現在の目標

総計
ｎ＝１２５３

社会的
因子群
ｎ＝７９７

精神的
因子群
ｎ＝４５６

カテゴリ項
目

５５６３９７１５９進学・就職

現
在
の
目
標

１７９８名誉
６１３２２９美しくなること
７５４８２７お金
１４１７６６５人間形成
１２９６０６９恋愛・結婚
７３４地位の確立
３４２４１０有名になること
４８２８２０人に迷惑をかけないこと
８６２長寿
０００子供・孫の成長
６４４７１７健康
７５４０３５目標はない
９８１趣味
２２０将来性
１１７４夢
１５１０５平和・楽しく生きる
０００人との出会い
０００資格
１０１精神的自立



　２．食意識との関連性

　　「食意識」領域の設問１８項目を表５－１に，「現在の不満・悩みの原因」と有意な関連の

あった項目を表５－２に示す。『現在の食状況の改善意識』には総計と女子および混合校に

有意な関連性が認められる。いずれにおいても精神的因子群・社会的因子群ともに「今より

良くしたい」が半数以上で最も多く，その傾向は社会的因子群が若干高い。また，「特に考

えていない」と回答した者は，精神的因子群が社会的因子群より５．０％～１０．０％高く，「今の

ままで良い」とした者は社会的因子群の方が５．０％～１０．０％高かった。

　　『偏食矯正意識』には総計と男子および進学校に有意な関連性を認め，いずれも両群とも

に「矯正すべき」が最も多く６割前後を占め，精神的因子群が社会的因子群より，それぞれ

６．９％，７．２％，９．４％低い傾向がみられた。一方，「矯正しなくてよい」は精神的因子群がそれ

ぞれ１８．９％，２１．４％，１９．９％を示し，若干，社会的因子群より高い。

　　『偏食矯正の助言者選択意識』には，総計と女子および進学校・混合校に有意な関連性が

認められる。総計の精神的因子群では「専門家」と「マスコミ・友人」がほぼ同率の２９．０％

であるのに対し，社会的因子群は「専門家」が３８．１％で最も多い。女子の精神的因子群は

「マスコミ・友人」が最も多く３１．５％で，社会的因子群は「専門家」が４２．６％である。一方，

進学校の精神的因子群は「専門家」と「マスコミ・友人」が各２９．０％前後で最も多く，社会

的因子群は「専門家」を４２．９％挙げていた。さらに，混合校の精神的因子群は「マスコミ・

友人」が３５．９％で最も多く，社会的因子群は「専門家」が３３．２％であった。

　　『偏食矯正の動機理由』には総計のみに関連性を認め，両群ともに「身体的条件」が最も

多く，各６６．０％・６１．９％で精神的因子群が高い。また，「偏食なし」は社会的因子群が若干

高い。次いで，『食の目的』には総計と女子および進学校に有意な関連性が認められる。総

計と女子においては両群ともに，空腹を満たすためや生きるための「生理的条件」が最も多

く７１．４％～７８．５％の範囲を示し，精神的因子群が総計では１．１％，女子では７．１％高い。さら

に，生活の潤いや楽しみなどの「精神的条件」は１１．２％～２３．０％を示し，社会的因子群が総

計で４．４％，女子で１１．８％高い傾向がみられた。一方，進学校においては総計や女子と異な

り，「生理的条件」は社会的因子群が７１．１％で，精神的因子群より３．４％高かった。

　　『将来の食料不足に対する危機意識』には総計と女子に有意な関連性を認め，いずれも両

群ともに「くる可能性は高い」が最も多くそれぞれ３割以上で，「くる可能性は低い」は社
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表５－１　食意識項目

１０．健康と食・運動・ストレスの関連意識１．現在の食状況に対する自己評価
１１．孤食に対する抵抗意識２．現在の食状況の改善意識
１２．希望共食者３．偏食矯正意識
１３．郷土料理の伝承意識４．偏食矯正の助言者選択意識
１４．行事食の伝承意識５．偏食矯正の動機理由
１５．歩きながらの飲食に対する抵抗意識６．手作り料理と愛情の関連意識
１６．日本古来の食事作法知識の有無７．食の目的
１７．日本古来の食事作法の伝承意識８．将来の食糧不足に対する危機意識
１８．食べ方・食べる姿に対する美意識９．遺伝子組み換え食品・簡便化食品の増加に

　　対する意識
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（％）表５－２　層別の食意識との関連　　

χ2

混合校　ｎ＝６５９
χ2

進学校　ｎ＝５９４
χ2

女子　ｎ＝６７３
χ2

男子　ｎ＝５８０
χ2

総計　ｎ＝１,２５３
項目・カテゴリ 社会的

因子群
n＝３８９

精神的
因子群
n＝２７０

社会的
因子群
n＝４０８

精神的
因子群
n＝１８６

社会的
因子群
n＝４１３

精神的
因子群
n＝２６０

社会的
因子群
n＝３８４

精神的
因子群
n＝１９６

社会的
因子群
n＝７９７

精神的
因子群
n＝４５６ 　　

現在の食状況の改善意識

★★

５５．５５５．６
　

５４．４５０．０
★

５８．４５５．０
　

５１．３５１．０
★

５５．０５３．３今より良くしたい
２８．８１８．９３３．１３８．２２７．１２２．７３５．２３２．１３１．０２６．８今のままでよい
１５．７２５．６１２．５１１．８１４．５２２．３１３．５１６．８１４．１２０．０特に考えていない 　　

偏食矯正意識

　

６０．４５６．３
★

６６．４５７．０
　

６２．７５６．２
★

６４．３５７．１
★★★

６３．５５６．６矯正すべき
２７．５２５．６２２．５２３．１２６．４２６．９２３．４２１．４２５．０２４．６どちらともいえない
１２．１１８．１１１．０１９．９１０．９１６．９１２．２２１．４１１．５１８．９矯正しなくてよい 　　

偏食矯正の助言者選択意識

★

１９．８１４．４

★

２０．８２８．５

★★

２１．８１９．６

　

１８．８２０．９

★

２０．３２０．２家族
３３．２３０．０４２．９２９．６４２．６２９．６３３．３３０．１３８．１２９．８専門家
２４．７３５．９１９．９２０．４２０．１３１．５２４．５２７．０２２．２２９．６マスコミ・友人
１３．６１２．６９．１１１．８８．２１１．２１４．６１３．８１１．３１２．３聞かない・自己流
８．７７．０７．４９．７７．３８．１８．９８．２８．０８．１偏食なし 　　

偏食矯正の動機理由

　

６３．０６７．８

　

６０．８６３．４

　

６５．９６７．７

　

５７．６６３．８

★

６１．９６６．０身体的条件
１６．７１３．３１５．９１４．０１３．３１３．８１９．５１３．３１６．３１３．６身体的条件以外
４．１７．０３．９５．９４．１６．５３．９６．６４．０６．６改善意思なし
１６．２１１．９１９．４１６．７１６．７１１．９１９．０１６．３１７．８１３．８偏食なし 　　

食の目的

　

８０．５８３．０
★

７１．１６７．７
★★★

７１．４７８．５
　

８０．２７４．５
★

７５．７７６．８生理的条件
１３．９９．６２３．３２１．０２３．０１１．２１４．１１８．４１８．７１４．３精神的条件
５．７７．４５．６１１．３５．６１０．４５．７７．１５．６９．０生理的・精神的条件以外 　　

将来の食糧不足に対する危機意識

　

８．５５．９

　

１１．５１６．７

★

８．５８．５

　

１１．７１２．８

★

１０．０１０．３必ずくる
２７．８３０．０３７．５４１．４３３．７３３．１３１．８３６．７３２．７３４．６くる可能性は高い
２１．３１５．２２１．６１４．５２２．５１４．２２０．３１５．８２１．５１４．９くる可能性は低い
１０．３１５．９１２．０１２．４８．２１３．８１４．３１５．３１１．２１４．５こない
３２．１３３．０１７．４１５．１２７．１３０．４２１．９１９．４２４．６２５．７わからない 　

遺伝子組み換え食品・簡便化食品の増加に対する意識

　

３１．１３７．８
　

３３．３４０．９
　

３９．２４６．２
　

２４．７２９．６
★

３２．２３９．０危惧する
４０．１３４．４３３．８２８．５３４．６３０．８３９．３３３．７３６．９３２．０わからない
２８．８２７．８３２．８３０．６２６．２２３．１３５．９３６．７３０．９２８．９容認する 　　

孤食に対する抵抗意識

　

７．２７．４

　

４．２８．１

　

８．０８．１

★★

３．１７．１

★

５．６７．７非常にある
３４．７３２．２３４．８３１．２４０．２３５．８２８．９２６．５３４．８３１．８少しある
３５．２３２．２３９．２３２．８３４．１３４．２４０．６３０．１３７．３３２．５殆どない
２２．９２８．１２１．８２８．０１７．７２１．９２７．３３６．２２２．３２８．１全くない 　　

希望共食者

★★★

５６．８４５．２
★★

６４．０４９．５
★★★

７２．６５６．９
★★★

４７．４３３．７
★★★

６０．５４６．９家族
３９．３４３．７３０．４４０．９２４．７３６．５４５．６５０．５３４．８４２．５家族以外・誰でも
３．９１１．１５．６９．７２．７６．５７．０１５．８４．８１０．５自分一人・ペット 　　

日本古来の食事作法知識の有無

★★

８．２１５．２
　

１１．０１０．２
★

９．７１３．１
　

９．６１３．３
　

９．７１３．２知っている
３５．５２８．５４２．４４０．９４４．１３４．２３３．６３２．７３９．０３３．６殆どない
５６．３５６．３４６．６４８．９４６．２５２．７５６．８５４．１５１．３５３．３知らない 　　

食べ方・食べる姿に対する美意識

　

１３．１１８．１

　

２４．３２８．０

　

２２．３２２．３

★

１５．１２１．９

　

１８．８２２．１非常にある
４７．８５０．４５２．９５１．１５５．４５６．２４５．１４３．４５０．４５０．７少しある
３０．３２１．９１８．１１４．０１９．１１７．７２９．４１９．９２４．１１８．６殆どない
８．７９．６４．７７．０３．１３．８１０．４１４．８６．６８．６全くない

★p＜０.０５　★★p＜０.０１　★★★p＜０.００１



会的因子群が若干高く，「こない」は精神的因子群が高かった。

　　『遺伝子組み換え食品・簡便化食品の増加に対する意識』には総計のみに関連性を認め，

精神的因子群は「危惧する」が３９．０％で最も多く，社会的因子群は「わからない」が３６．９％

であった。

　　『孤食に対する抵抗意識』には総計と男子に有意な関連性が認められる。総計では両群と

もに「少しある」と「殆どない」が各３５．０％前後で最も多く，若干，社会的因子群が高い。

また，「全くない」は両群それぞれ２８．１％・２２．３％で，精神的因子群が社会的因子群より５．８％

高い。一方，男子の精神的因子群は「全くない」が最も多く３６．２％で，社会的因子群は「殆

どない」が４０．６％である。

　　次いで，『希望共食者』には総計と男子・女子および進学校・混合校の全てに有意な関連

性が認められる。総計と女子および進学校・混合校では，両群ともに「家族」が最も多く，４５．２％

～７２．６％の範囲を示し，いずれにおいても社会的因子群の方が高い。一方，男子の精神的因

子群では「家族以外・誰でも」が５０．５％で最も多く，社会的因子群は「家族」の４７．４％で

あった。

　　『日本古来の食事作法知識の有無』には女子および混合校に有意な関連性が認められる。

いずれも両群ともに「知らない」者が半数前後で最も多く，女子においては精神的因子群の

「知らない」傾向が６．５％高く，混合校では両群とも同値で差異は認められない。「知ってい

る」は精神的因子群が社会的因子群より女子で３．４％，混合校で７．０％高い。

　　『食べ方・食べる姿勢に対する美意識』は男子のみに関連性を認め，両群とも「少しある」

が各４３．４％・４５．１％で最も多く，若干，社会的因子群が高い。また，「非常にある」は精神

的因子群が６．８％高く，「殆どない」は社会的因子群が９．５％高い。（ｐ値は表５－２を参照）

　３．食品摂取状況

　　摂取食品１６項目を表６に，「不満・悩みの原因」と有意な関連

のあった食品項目を図１に示す。

　　『魚』には総計と男子に有意な関連性が認められる。いずれにお

いても精神的因子群・社会的因子群ともに「週２～３回」が最も

多く，６１．１％～６８．０％の範囲を示し，若干，社会的因子群が高い。

一方，「殆ど食べない」は精神的因子群が社会的因子群よりそれぞ

れ６．２％，９．５％高い。

　　『卵』には総計と女子および進学校に有意な関連性を認め，「毎

日」をみると，２２．８％～４０．７％の範囲を示し，いずれも精神的因子

群がそれぞれ６．８％，１０．８％，１２．７％低い。

　　『牛乳・乳製品』には総計と女子および混合校に有意な関連性を

認め，いずれも「毎日」と回答した者は２３．９％～３７．８％を示し，

総計と女子では精神的因子群がそれぞれ２．９％，５．３％低く，混合校

では精神的因子群の方が５．０％高かった。一方，「殆ど飲まない」

は１４．３％～２７．６％を示し，精神的因子群がそれぞれ７．２％，９．１％，
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表６　摂取食品項目

１．ご飯
２．パン
３．肉
４．魚
５．卵
６．大豆・大豆製品
７．牛乳・乳製品
８．小魚
９．海草
１０．緑黄色野菜
１１．その他の野菜
１２．果物
１３．いも類
１４．油脂料理
１５．甘い物（菓子類）
１６．塩からい物・漬物



６．８％高い。

　『緑黄食野菜』には総計と女子および進学校が有意な

関連性を示した。「毎日」をみると，いずれにおいても

両群ともに２８．３％～４５．６％の範囲にあり，精神的因子群

が社会的因子群より，それぞれ５．６％，１０．７％，１３．３％低

い。

　『いも類』には総計と女子および進学校に関連性がみ

られ，いずれにおいても両群ともに「週２～３回」が最

も多く４６．５％～６０．３％を示し，精神的因子群がそれぞれ

８．０％，９．９％，８．１％低い。一方，「殆ど食べない」は１９．９％

～４０．０％の範囲にあり，精神的因子群がそれぞれ７．７％，

１４．３％，１１．３％低かった。（ｐ値は図１を参照）
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統計 
n=1,253

男子 
n=５８０ 

女子 
n=６７３ 

進学校 
n=５９４ 

混合校 
n=６５９ 

魚 

精神群n=456

p値 

★★★ 

★★ 

社会群n=７９７ 

精神群n=１９６ 
社会群n=３８４ 

精神群n=２６０ 
社会群n=４１３ 

精神群n=１８６ 
社会群n=４０８ 

精神群n=２７０ 
社会群n=３８９ 

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 

卵 p値 

★ 

 

★ 

★ 

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 

統計 
n=1,253

男子 
n=５８０ 

女子 
n=６７３ 

進学校 
n=５９４ 

混合校 
n=６５９ 

牛乳・乳製品 

精神群n=456

p値 

★★ 

★ 

 

★ 

 

社会群n=７９７ 

精神群n=１９６ 
社会群n=３８４ 

精神群n=２６０ 
社会群n=４１３ 

精神群n=１８６ 
社会群n=４０８ 

精神群n=２７０ 
社会群n=３８９ 

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 

緑黄色野菜 p値 

★ 

 

★ 

★★ 

図１　層別の食品摂取状況との関連

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 

いも類 p値 

★ 

 

★★ 

★ 

毎日 週４ 
～５回 

週２ 
～３回 

殆ど食べない 

★Ｐ＜０.０５　★★Ｐ＜０.０１　★★★Ｐ＜０.００１



　４．食の簡便化意識との関連性

　　「食の簡便化意識」領域の４項目を表７－１に，「現在の不満・悩みの原因」と有意な関連

の認められた項目を表７－２に示す。

　　『栄養と食欲を満たす錠剤の使用意識』には，女

子および混合校に有意な関連性を認め，精神的因

子群・社会的因子群ともに「忙しい時だけ使う」

が最も多く４２．６％～４９．２％を示し，若干，社会的

因子群が高い傾向にある。「毎日使う」は１０．７％～

１９．６％の範囲を占め，精神的因子群が７．３％～７．４％高い。「殆ど使わない」は３７．８％～４０．２％

を示し，若干，社会的因子群が高い。

　　『簡便化食品購入時，気になること』には，総計のみに関連性を認め，両群ともに，おい

しさや味，におい，量などの「商品価値」を重視する傾向が最も高く，各６４．７％・５６．２％を

示し，精神的因子群が社会的因子群よりそれぞれ８．５％高い。「安全性」は社会的因子群が９．０％

高かった。（ｐ値は表７－２を参照）

　５．食行動との関連性

　　「食行動」領域の１０項目を表８－１に，「現在の不満・悩みの原因」と有意な関連のあった

項目を表８－２に示す。

　　『食事時間の規則性』

には，総計と男子・女

子および混合校に有意

な関連性が認められ

る。総計と男子・女子

では精神的因子群・社

会的因子群ともに「規則的」とした者が４０．３％～５３．１％で最も多く，いずれにおいても社会

的因子群がそれぞれ８．０％，１２．８％，３．８％高い。また，「不規則」とした者は２５．０％～２６．５％

の範囲にあり，いずれも精神的因子群が８．４％，８．８％，８．１％高い。一方，混合校の精神的因

子群には「不規則」が３４．８％で最も多く，社会的因子群は２６．０％と低い。

　　『日常の食事量』には進学校のみに関連性を認め，精神的因子群では「腹いっぱい」が５０．５％

で最も多く，社会的因子群では「腹八分目」が５２．７％で最も多かった。
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表７－１　食の簡便化項目

１．簡便化食品の喫食頻度
２．簡便化食品喫食抵抗意識
３．簡便化食品購入時気にする事項
４．栄養と食欲を満たす錠剤の使用意識

（％）表７－２　層別の「食の簡便化」との関連　　

χ2

混合校　ｎ＝６５９
χ2

進学校　n＝５９４
χ2

女子　ｎ＝６７３
χ2

男子　ｎ＝５８０
χ2

総計　ｎ＝１,２５３
項目・カテゴリ 社会的

因子群
n＝３８９

精神的
因子群
n＝２７０

社会的
因子群
n＝４０８

精神的
因子群
n＝１８６

社会的
因子群
n＝４１３

精神的
因子群
n＝２６０

社会的
因子群
n＝３８４

精神的
因子群
n＝１９６

社会的
因子群
n＝７９７

精神的
因子群
n＝４５６ 　　

栄養と食欲を満たす錠剤の使用意識

★

１２．３１９．６
　

１２．５１４．０
★

１０．７１８．１
　

１４．３１６．３
　

１２．４１７．３毎日使う
４７．８４２．６４７．１４８．９４９．２４３．８４５．６４６．９４７．４４５．２忙しい時だけ使う
３９．８３７．８４０．４３７．１４０．２３８．１４０．１３６．７４０．２３７．５殆ど使わない 　　

簡便化食品購入時，気になること

　

４７．３３１．５
　

３８．５３７．１
　

４１．４３８．１
　

４４．３２８．１
★★

４２．８３３．８安全性
５１．９６７．４６０．３６０．８５７．６６１．５５４．７６８．９５６．２６４．７商品価値
０．８１．１１．２２．２１．００．４１．０３．１１．０１．５何もない

★p＜０.０５　★★p＜０.０１　★★★p＜０.００１

表８－１　食行動項目

６．偏食の有無１．簡単な料理を作る技術の有無
７．和食・洋食・中華の食嗜好２．欠食状況
８．間食摂取頻度３．食事時間の規則性
９．夜食摂取頻度４．夕食の喫食所要時間
１０．夜食摂取時間５．日常の食事量



　　『偏食の有無』には総計のみに関連性を認め，両群ともに「ある」が各４３．４％・３６．９％で，

精神的因子群が社会的因子群より６．５％高い。「殆どない」は社会的因子群が３０．６％を示し，

若干，精神的因子群より高い。（ｐ値は表８－２を参照）

　６．ダイエット状況との関連性

　　「ダイエット状況」領域の７項目を表９－１に示し，「現在の不満・悩みの原因」と有意な

関連の認められた項目を表９－２に挙げる。

　　『痩せ願望の有無』には混合校のみに有意な関連

性を認め，精神的因子群・社会的因子群ともに

「痩せ願望がある」が各６７．４％・５８．９％で最も多

く，精神的因子群が８．５％高い。

　　『自己体格認識』には進学校のみが有意な関連性

を示し，両群ともに「普通」と認識している者が

最も多く，各２７．４％・３７．７％で，社会的因子群が

精神的因子群より１０．３％高い。一方，「太っている」

「少しやせている」「やせている」と認識する傾向は，若干，精神的因子群が高い。

　　『やせたい身体の部位』には混合校のみに有意な関連性が認められる。両群ともに「全体

的に」が４０．０％・３０．６％で最も多く，精神的因子群が社会的因子群より１割高い。「痩せよ

うとは思わない」は社会的因子群が２３．７％で，精神的因子群より８．５％高い。

　　『主なダイエット方法』には混合校のみに有意な関連性を認め，両群ともに「食べ物・運

動」が最も多く，それぞれ６３．７％・５４．２％で，精神的因子群が９．５％高い。

　　『ダイエット情報源』には総計および混合校に有意な関連性が認められる。総計の精神的

因子群は「マスメディア」が４０．４％で最も多く，社会的因子群は「ダイエットしていない」

が３８．３％であった。一方，混合校では総計と同様な傾向がみられ，精神的因子群は「マスメ

ディア」が４４．１％で最も多く，社会的因子群は「ダイエットしていない」が３５．２％であった。

　　次いで，「ダイエット理由」には総計のみに有意な関連性を認め，両群ともに「見た目・ファッ

ション」が最も多く，各５７．０％・４７．１％を示し，精神的因子群が社会的因子群より９．９％高
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（％）表８－２　層別の食行動との関連　　

χ2

混合校　ｎ＝６５９
χ2

進学校　n＝５９４
χ2

女子　ｎ＝６７３
χ2

男子　ｎ＝５８０
χ2

総計　ｎ＝１,２５３
項目・カテゴリ 社会的

因子群
n＝３８９

精神的
因子群
n＝２７０

社会的
因子群
n＝４０８

精神的
因子群
n＝１８６

社会的
因子群
n＝４１３

精神的
因子群
n＝２６０

社会的
因子群
n＝３８４

精神的
因子群
n＝１９６

社会的
因子群
n＝７９７

精神的
因子群
n＝４５６ 　　

食事時間の規則性

★

３６．２３３．３
　

６２．５５３．８
★

４６．５４２．７
★★

５３．１４０．３
★★★

４９．７４１．７規則的
３７．８３１．９２８．４３３．９３６．６３２．３２９．２３３．２３３．０３２．７どちらとも
２６．０３４．８９．１１２．４１６．９２５．０１７．７２６．５１７．３２５．７不規則 　　

日常の食事量

　

４２．７４４．１
★

４５．８５０．５
　

４５．０４７．７
　

４３．５４５．４
　

４４．３４６．７腹いっぱい
４９．４４７．０５２．７４４．６５０．６４５．０５１．６４７．４５１．１４６．１腹八分目
８．０８．９１．５４．８４．４７．３４．９７．１４．６７．２あまり食べない 　　

偏食の有無

　

４０．６４４．８
　

３３．３４１．４
　

４２．４４５．４
　

３１．０４０．８
★

３６．９４３．４ある
３１．９３０．０３３．１３３．３３２．０３２．７３３．１２９．６３２．５３１．４２～３つある
２７．５２５．２３３．６２５．３２５．７２１．９３５．９２９．６３０．６２５．２殆どない

★p＜０.０５　★★p＜０.０１　★★★p＜０.００１

表９－１　ダイエット関連項目

１．やせ願望の有無
２．自己体格認識
３．やせたい身体の部位
４．主なダイエット方法
５．ダイエット方法の情報源
６．ダイエット理由
７．ダイエット時の健康意識



い。また，「ダイエットしたいと思わない」は各２７．６％・３６．０％を示し，社会的因子群がそ

れぞれ８．４％高い。

　　『ダイエット時の健康意識』には総計と女子および混合校に有意な関連性を認め，総計と

混合校では両群ともに「ダイエットしていない」が最も多く，総計は各３７．７％・４７．４％で，

混合校は各３１．１％・４５．２％と，社会的因子群が高い傾向にある。さらに，「ある」は１６．２％

～１８．２％の範囲を示し，若干，精神的因子群が高く，「ない」は１９．５％～２６．７％を示し，こ

れも若干，精神的因子群が高い。女子では精神的因子群は「どちらともいえない」が２９．６％

で最も高く，社会的因子群は「ダイエットしていない」が２６．９％であった。（ｐ値は表９－

２を参照）
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（％）表９－２　層別のダイエット状況との関連　　

χ2

混合校　ｎ＝６５９
χ2

進学校　n＝５９４
χ2

女子　ｎ＝６７３
χ2

男子　ｎ＝５８０
χ2

総計　ｎ＝１,２５３
項目・カテゴリ 社会的

因子群
n＝３８９

精神的
因子群
n＝２７０

社会的
因子群
n＝４０８

精神的
因子群
n＝１８６

社会的
因子群
n＝４１３

精神的
因子群
n＝２６０

社会的
因子群
n＝３８４

精神的
因子群
n＝１９６

社会的
因子群
n＝７９７

精神的
因子群
n＝４５６ 　　

痩せ願望の有無

★

５８．９６７．４
　

５５．４４９．５
　

８２．８８２．７
　

２９．４３０．１
　

５７．１６０．１ある
１３．４１３．３１５．４１８．３９．９９．６１９．３２３．０１４．４１５．４どちらともいえない
２７．８１９．３２９．２３２．３７．３７．７５１．３４６．９２８．５２４．６ない 　　

自己体格認識

　

２３．１２７．８

★★

１３．７１９．４

　

２７．４３５．８

　

８．６９．２

　

１８．３２４．３太っている
３６．２３７．４２９．７２５．３４０．７３５．４２４．５２８．６３２．９３２．５少し太っている
２２．６２２．２３７．７２７．４２４．７２３．１３６．５２６．０３０．４２４．３普通
１１．３５．６１０．５１９．４５．３３．５１６．９２１．４１０．９１１．２少しやせている
６．７７．０８．３８．６１．９２．３１３．５１４．８７．５７．７やせている 　　

痩せたい身体の部位

★

３０．６４０．０

　

２２．５２１．５

　

３５．８４０．０

　

１６．４２２．４

　

２６．５３２．５全体的
１７．５１５．６１７．６１９．４１７．７１７．７１７．４１６．３１７．６１７．１胴体部分
１９．８１７．８２２．１２３．１３４．６２７．３６．３１０．２２１．０２０．０手足
８．５１１．５１１．３９．７８．７１１．５１１．２９．７９．９１０．７顔
２３．７１５．２２６．５２６．３３．１３．５４８．７４１．３２５．１１９．７痩せようと思わない 　　

主なダイエット方法

★

５４．２６３．７
　

４８．０４７．３
　

６７．６７０．０
　

３３．３３９．８
　

５１．１５７．０食べ物・運動
１．５２．６２．０１．６２．２３．８１．３０．０１．８２．２薬・ダイエット用品
４４．２３３．７５０．０５１．１３０．３２６．２６５．４６０．２４７．２４０．８ダイエットしていない 　　

ダイエット情報源

★★

１．５２．２

　

３．４２．２

　

３．４１．２

　

１．６３．６

★★

２．５２．２医療機関・専門機関
３３．７４４．１２８．９３４．９５０．１５８．１１０．９１６．８３１．２４０．４マスメディア
２０．６２３．０１７．４１２．４２５．７２５．０１１．７１０．２１８．９１８．６人
９．０８．１９．１１３．４２．７４．２１５．９１８．４９．０１０．３得ていない
３５．２２２．６４１．２３７．１１８．２１１．５５９．９５１．０３８．３２８．５ダイエットしていない 　　

ダイエット理由

　

９．０４．８

　

６．９７．０

　

４．８３．１

　

１１．２９．２

★★

７．９５．７健康
４８．８６５．９４５．３４４．１７６．０８１．５１５．９２４．５４７．１５７．０見た目・ファッション
１．００．７２．７３．２０．７１．５３．１２．０１．９１．８職業などの必要性
７．２６．７７．１９．７７．５５．８６．８１０．７７．２７．９何となく
３３．９２１．９３８．０３６．０１０．９８．１６３．０５３．６３６．０２７．６ダイエットしたいと思わない 　

ダイエット時の健康意識

★★

１６．２１８．１

　

１６．２１８．３

★

２５．９２５．４

　

５．７８．７

★★

１６．２１８．２ある
１９．０２４．１１３．２１５．６２３．０２９．６８．６８．７１６．１２０．６どちらともいえない
１９．５２６．７２１．１１８．８２４．２２６．９１６．１１８．９２０．３２３．５ない
４５．２３１．１４９．５４７．３２６．９１８．１６９．５６３．８４７．４３７．７ダイエットしていない

★p＜０.０５　★★p＜０.０１



　７．生活行動との関連性

　　「生活行動」領域の７項目を表１０－１に示し，「現在の不満・悩みの原因」と有意な関連の

認められた項目を表１０－２に挙げる。

　　『就寝時間の規則性』には男子および混合校に有

意な関連性が認められる。男子の精神的因子群は

「不規則」が４０．３％で最も多く，社会的因子群に

比較すると１０．９％高い。社会的因子群は「どちら

ともいえない」が最も多く４３．０％であった。混合

校においては両群ともに「どちらともいえない」

が各３９．３％・４７．３％で最も多く，「不規則」は各

３７．０％・２７．８％で精神的因子群が高い。

　　『熟睡の程度』には男子のみに有意な関連性を認め，両群ともに「良好」が最も多く，各

５９．７％・７１．１％で，社会的因子群が１１．４％高い。「週２回・３０分以上で１年以上継続してい

る運動状況」には，総計と男子および混合校に有意な関連性が認められる。総計と男子のい

ずれも，両群ともに「している」が最も多く，４２．８％～６５．４％を示し，若干，社会的因子群

が高い。一方，混合校の精神的因子群は「していない」が４３．７％で最も多く，社会的因子群

は「している」が４５．８％であった。

　　『地べたに座り込む行動』には総計と女子および混合校に有意な関連性を認め，いずれも

両群ともに「時々」が最も多く，４１．２％～４７．０％の範囲にあり，総計と女子においては，若

干，精神的因子群が高く，混合校では社会的因子群が高い。また，「ある」は２５．４％～４１．１％

を示し，いずれも精神的因子群がそれぞれ７．０％前後高い。一方，「ない」は１３．７％～３２．９％

を示し，社会的因子群がそれぞれ７．８％，１１．７％，６．１％高かった。（ｐ値は表１０－２を参照）
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表１０－１　生活行動項目

１．睡眠時間
２．就寝時間の規則性
３．熟睡の程度
４．夜型リズムの有無

５．運動状況
　（週２回・３０分で１年以上継続）

６．地べたに座り込む行動
７．趣味時間の有無

（％）表１０－２　層別の生活行動との関連　　

χ2

混合校　ｎ＝６５９
χ2

進学校　n＝５９４
χ2

女子　ｎ＝６７３
χ2

男子　ｎ＝５８０
χ2

総計　ｎ＝１,２５３
項目・カテゴリ 社会的

因子群
n＝３８９

精神的
因子群
n＝２７０

社会的
因子群
n＝４０８

精神的
因子群
n＝１８６

社会的
因子群
n＝４１３

精神的
因子群
n＝２６０

社会的
因子群
n＝３８４

精神的
因子群
n＝１９６

社会的
因子群
n＝７９７

精神的
因子群
n＝４５６ 　　

就寝時間の規則性

★

２４．９２３．７
　

２９．７２９．６
　

２７．１２６．２
　★

２７．６２６．０
　

２７．４２６．１規則的
４７．３３９．３３９．５３７．６４３．６４２．３４３．０３３．７４３．３３８．６どちらともいえない
２７．８３７．０３０．９３２．８２９．３３１．５２９．４４０．３２９．４３５．３不規則 　　

熟睡の程度

　

６４．５６１．９
　

７４．３６６．１
　

６８．０６６．５
★

７１．１５９．７
　

６９．５６３．６良好
２７．８２６．７１８．４２４．２２５．２２４．２２０．６２７．６２３．０２５．７どちらともいえない
７．７１１．５７．４９．７６．８９．２８．３１２．８７．５１０．７悪い 　　

運動状況（週２回・３０分で１年以上継続）

★

４５．８３８．９
　

５６．１４８．４
　

３７．８３１．９
★★

６５．４５７．１
★★★

５１．１４２．８している
２１．１１７．４１８．１１７．２２１．８２０．０１７．２１３．８１９．６１７．３どちらともいえない
３３．２４３．７２５．７３４．４４０．４４８．１１７．４２９．１２９．４３９．９していない 　　

地べたに座り込む行動

★

３３．２４１．１
　

２８．２３２．８
★★

２５．４３２．７
　

３６．２４４．４
★★

３０．６３７．７ある
４７．０４５．２３５．５３７．１４１．６４６．２４０．６３６．２４１．２４１．９時々
１９．８１３．７３６．３３０．１３２．９２１．２２３．２１９．４２８．２２０．４ない

★p＜０.０５　★★p＜０.０１　★★★p＜０.００１



　８．疲労状況との関連性

　　「疲労」領域の３０項目を表１１－１に示し，性別および学校別の精神的因子群・社会的因子

群の肉体疲労，精神疲労，肉体＋精神疲労の疲労平均点表を表１１－２に挙げる。配点は改定

産業疲労，労働科学叢書３３に従って，肉体疲労１０項目と精神疲労２０項目に区分し，選択肢４

カテゴリの「全くない」を０点，「少しある」を０．５点，「ある」を１．０点，「非常にある」を

１．９点とした。そして，肉体疲労の最高得点を１９点とし，精神疲労の最高得点を３８点とした

疲労点数を，総計と男子・女子および進学校・混合校の層別にみた。

　　いずれにおいても精神的因子群が肉体疲労・精神疲労ともに高く，総計の精神的因子群で

は「肉体」が０．７点・「精神」が１．３点・「肉体＋精神」が２．０点高く，社会的因子群との間に

有意差がみられる。また，男子ではそれぞれ０．５点・１．５点・１．９点高く，女子では０．７点・１．２

点・２．０点高い。「肉体」・「精神」・「肉体＋精神」ともに疲労が最も高かったのは女子の精神

的因子群で，それぞれ７．７点±３．５・１１．５点±５．７・１９．２点±８．６で，「肉体＋精神」において

は社会的因子群と有意差が認められた。一方，「肉体＋精神」で最も疲労が低かったのは男

子の社会的因子群で１６．１点±９．１であった。

　　学校別にみると，進学校の精神的因子群は社会的因子群より肉体疲労と精神疲労が各０．８点

高く，混合校ではそれぞれ０．８点・１．７点高く，混合校の精神疲労に有意差が認められる。肉
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表１１－１　疲労項目

精神疲労項目肉体疲労項目
１１．頭が痛い１．考えがまとまらない１．頭が重い
１２．肩がこる２．話をするのが嫌になる２．全身がだるい
１３．腰が痛い３．いらいらする３．足がだるい
１４．いき苦しい４．気がちる４．あくびが出る
１５．口がかわく５．仕事や勉強に熱心になれない５．頭がぼんやりする
１６．声がかすれる６．一寸した事が思い出せない６．眠い
１７．めまいがする７．する事に間違いが多い７．目が疲れる
１８．瞼や筋肉がピクピクする８．物事が気になる８．動作がぎこちない
１９．手足がふるえる９．きちんとしていられない９．足元がたよりない
２０．気分が悪い１０．根気がない１０．横になりたい

（点）表１１－２　層別の疲労平均点数　　

肉体＋精神％（９５％CL）精神疲労％（９５％CL）肉体疲労％（９５％CL）人数群
　　

１８．０（１６．７，１９．３）１０．９（１０．０，１１．８）７．１（６．６，７．６）ｎ＝１９６精神的因子群男
子性 

別
１６．１（１５．２，１７．０）９．４（ ８．８，１０．０）６．６（６．２，７．０）ｎ＝３８４社会的因子群
１９．２（１８．２，２０．３）１１．５（１０．８，１２．２）７．７（７．３，８．１）ｎ＝２６０精神的因子群女

子 １７．２（１６．５，１８．０）１０．３（ ９．８，１０．８）７．０（６．７，７．３）ｎ＝４１３社会的因子群
１８．４（１７．１，１９．８）１０．７（ ９．８，１１．６）７．６（７．１，８．２）ｎ＝１８６精神的因子群進

学
校学

校
別

１６．７（１５．９，１７．５）９．９（ ９．３，１０．５）６．８（６．５，７．１）ｎ＝４０８社会的因子群
１８．９（１７．９，２０．０）１１．５（１０．８，１２．２）７．４（７．０，７．８）ｎ＝２７０精神的因子群混

合
校 １６．６（１５．８，１７．４）９．８（ ９．３，１０．３）６．８（６．５，７．１）ｎ＝３８９社会的因子群

１８．７（１７．９，１９．５）１１．２（１０．７，１１．７）７．５（７．２，７．８）ｎ＝４５６精神的因子群総
計 １６．７（１６．１，１７．３）９．９（ ９．５，１０．３）６．８（６．６，７．１）ｎ＝７９７社会的因子群



体疲労は進学校の精神的因子群が７．６点±３．８で最も高く，「精神」および「肉体＋精神」は

混合校の精神的因子群が最も高く，それぞれ１１．５点±５．８，１８．９点±８．７で，「肉体＋精神」に

おいては，社会的因子群と有意差が認められた。

蠶．考　　　察

１．対象者の属性および体格状況

　一般世帯に占める核家族世帯の割合は約６割で最も多いが，今や「夫婦と子ども」からなる

核家族世帯は家族構成の典型ではなくなりつつある８）とされる中にあって，本対象の住環境を

みると，核家族が男子・女子および進学校・混合校ともに７～８割前後と多い傾向にあった。

兄弟姉妹数は，１８歳未満の子供がいる世帯の全国平均子供数１．７８人９）に比較すると，２人と３人

で８割前後を占めており，これも多い傾向にある。次いで，身長・体重を同年齢の全国平均値１０）

と比較すると，男子の身長・体重はともに，ほぼ同値であった。女子の身長をみると，精神的

因子群は同値で，社会的因子群は０．９cm高く，体重は両群ともにほぼ同値であった。

２．「現在の不満・悩み」に及ぼす影響要因の検討

　１．人間的価値観との関連性

　　平成７年国民生活基礎調査結果においては「悩みやストレスがない」とした者は１２～１４歳

で６．８％，１５～２４歳が６１．４％と報告しているが，本対象の「不満・悩みはない」は若干５．１％

と低かった。これは，調査方法や調査時期などに異なる点があったためと推測される。さら

に，「ある」とした者の原因をみると，「自分の学業・受験・進学」が最も高く，１２～１４歳が

７６．９％， １５～２４歳が４０．６％で，本対象の４７．８％と同様な傾向がみられた。

　　男子においては，「不満・悩み」の原因を人間関係や自己の性格などとする精神的因子群

は，学校で人間性を培う教育を受けていないと認識する傾向が若干高い一方で，人間形成や

平和に楽しく生きることを目標にしている様子が伺えた。

　　また，進学校の精神的因子群は『現在の目標』として精神的目標を挙げる傾向が若干高かっ

た。これらは，人間関係や自己の性格について悩む者が，自らの人間的成長を目標とし，他

者との関係を平和に楽しくしていきたいと願うことは必然的な結果であると思われる。総計

に同様な関連がみられたのは，男子および進学校が総計の一部であったことから，相対的な

関連を強く表現している可能性がある。

　２．食意識との関連性

　　食意識のなかで「不満・悩みの原因」と関連のあった項目は，男子では『偏食矯正意識』

と『共食』関連の２項目，『食べる姿に対する美意識』の計４項目で，精神的因子群は食事

改善に前向きではなく，孤食に対する抵抗意識は希薄で，一緒に食事をする相手は家族以外

の誰でもよいとするやや望ましくない傾向を示した。これらは，ライフサイクル毎に多忙な

生活環境や，人間関係などを不満や悩みとする者はマイナス志向の姿勢を持ち，深い人間関

係を構築することを回避する傾向があるためと推測される。通常，家族や異性など好意を持
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つべき対象に対して，回避する姿勢が伺えた背景には，人間関係の原点である家庭が，家庭

内離婚や家族崩壊などの言葉に代表される危機的状況にあることや，対象が一般的に親を

うっとおしい存在として感じる世代にあったためと思われる。

　　次いで，女子には『食事改善』関連の２項目と，『食の目的』『食環境に対する危機意識』

『希望共食者』『行事食の伝承意識』『食事作法知識の有無』に関連がみられた。精神的因子

群は社会的因子群に比較すると，男子と同様に食事改善に前向きではなく，『偏食矯正の情

報源』には社会的因子群が「専門家」としているのに対し，マスコミや友人を挙げていた。

さらに，『食の目的』を生きていくため，空腹を満たすためや面倒とする傾向が高く，食糧

危機に対する意識は希薄で，家族以外の人との共食を希望し，日本古来の箸の上げ下ろしな

どの作法を知らない傾向が若干高かった。精神的因子群が『食の目的』を楽しみや生活の潤

いとする傾向が低いのは，生きることを楽しむ精神的ゆとりがなく，気持ちの高揚が低い

negative な傾向にあるためと推測される。６項目に関連がみられたことは，すなわち，女子

が男子より不満や悩みによって食のあり方が変る可能性を示唆しており，これらがストレス

食いや食べては吐くなどの行為に到る可能性があると思われる。

　　一方，進学校と混合校ではそれぞれ４項目の関連を示し，共通して関連のみられた項目の

『偏食矯正助言者選択意識』をみると，進学校の精神的因子群は「家族や専門家」を挙げ，

混合校の精神的因子群は「マスコミや友人」を挙げていた。これらの背景には，ＴＶの視聴

時間の長さや生活時間の相違，家庭環境，学校環境などがあると推測される。『希望共食者』

は進学校・混合校とも男子・女子の層別と同様な傾向を示し，望ましくない様子が伺えた。

しかし，混合校に関連のみられた「日本古来の食事作法知識の有無」では，精神的因子群が

「作法を知っている」傾向が若干高かった。総計で関連のみられた項目においても「現在の

不満・悩み」が食意識と望ましくない関連を構築している様子が示されたが，これらは，男

子・女子および進学校・混合校が総計の一部であったことから，相対的な関連を強く表現し

ている可能性がある。

　３．食品摂取状況との関連性

　　「現在の不満・悩み」と関連のあった食品をみると，男子では『魚』の１食品，女子は

『卵』『牛乳・乳製品』『緑黄食野菜』『いも類』の４食品で，男子・女子ともに精神的因子

群が摂取頻度の低い傾向がみられた。

　　一方，進学校で関連のみられた食品は『卵』『緑黄食野菜』『いも類』３食品だったが，混

合校においては皆無で，いずれも精神的因子群の摂取傾向は低かった。混合校の『牛乳・乳

製品』は「毎日」と「殆ど飲まない」が社会的因子群より多かった。総計の『魚』『卵』『牛

乳・乳製品』『緑黄食野菜』『いも類』に関連がみられ，いずれも精神的因子群の摂取傾向が

低かったのは，男子・女子および進学校・混合校が総計の一部であったため相対的な関連を

示したものと推測される。これらのことから，若年層の「現在の不満・悩み」は，若年層の

摂取量不足が問題視されている『魚』や『野菜類』１０），健康の維持・増進に必ず１日１個，１

日１本必要とされ，且つ若年層女子の貧血予防に関与し，また，日本人に唯一不足する栄養

素とされるカルシウム給源でもある『卵』や『牛乳』などの摂取状況に影響を及ぼし，栄養
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バランスの偏りを招いていることが示唆された。食品摂取状況においても，女子の「不満や

悩み」が影響を及ぼしている様子が伺えた。これは，石村等１１）の家族とのコミュニケーショ

ンが良好な者は，望ましい食品群を摂取しているという報告を実証する結果となった。

　４．食の簡便化意識との関連性

　　食の簡便化意識の中で　「現在の不満・悩み」と関連のあった『栄養と食欲を満たす錠剤

の使用意識』には，女子および混合校に関連性を認め，精神的因子群が簡便化意識の高い様

子が伺えた。これは，人間関係などに不満や悩みを持つ者は，時間をかけて他者との会話を

楽しむ媒体として食事を位置付ける意識が希薄であるためと推測される。また，女子に関連

がみられた背景には，ダイエットを目的としたサプリメント食品やビタミン剤を使用する機

会が多いためと思われる。調理済み食品やインスタント食品などの『簡便化食品購入時，気

になること』には，総計のみが関連性を示した。精神的因子群は美味しさや匂い，量，簡単

さなどの商品価値を気にし，社会的因子群は安全性を気にする傾向が高かった。安全性を重

視することは，命を大切にする意識に繋がることから，精神的因子群は人間関係をストレス

と感じているために，安全性への意識が若干稀薄であったと思われる。

　５．食行動との関連性

　　食行動で「現在の不満・悩み」と関連のみられた項目は，総計と男子・女子および混合校

の『食事時間の規則性』で，いずれも精神的因子群には不規則な傾向がみられた。このこと

から，精神的な「不満や悩み」を抱える者は，体内時計のリズムに乱れがあり，栄養素の消

化・吸収も効率がよくないと推測される。また「日常の食事量」には進学校が関連性を示し，

精神的因子群は「腹いっぱい」食べる傾向がみうけられ，ストレス食いを実証する結果となっ

た。「偏食の有無」には総計が関連を示し，精神的因子群の偏食傾向が高かった。これらの

ことから，人間関係などを不満・悩みとする者は，望ましくない食行動をしている様子が伺

えた。

　６．ダイエット状況との関連性

　　ダイエット関連で「現在の不満・悩み」と関連のみられた項目は，男子には皆無だったが，

女子においては『ダイエット時の健康意識』に関連性を認め，精神的因子群がやや健康意識

は稀薄で，社会的因子群がダイエットしたいと思っていない傾向が高かった。これは，精神

的因子群のダイエット志向

の高さを示しており，自分

の性格を否定する一方で，

外観を重視する姿勢が強

く，「だるさ」は感じても

健康上の問題が顕著に表面

化していないことが背景に

あると推測される。
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（%）表１２  進学校の群別 BMI領域               

社会的因子群
ｎ=４０８

精神的因子群
ｎ=１８６

総計ｎ=５９４領域　

８３（２０．３）４６（２４．７）１２９（２１．７）＜１８．５
Ｂ
Ｍ
Ｉ
領
域

３０９（７５．７）１３４（７２．０）４４３（７４．６）
≧１８．５～
＜２５

１６（ ３．９）６（ ３．２）２２（ ３．７）
２５≦～
＜３０



　　進学校の精神的因子群は自己体格を「普通」と認識している者が社会的因子群より少なく，

「太っている」「少し痩せている」と認識する者が社会的因子群より多かった。このことか

ら，表１２に示す対象の体格の分布状況をみると，肥満域に３．２％，痩せ域に２４．７％みられ，

痩せ領域においては，精神的因子群が社会的因子群より正しく認識している様子が伺えた。

　　混合校の精神的因子群はやせ願望が強く，身体全体を細くすることを目指してマスメディ

アから情報を収集し，食べ物と運動でエネルギーコントロールを行い，ダイエット時の健康

意識は持っていないという様子が伺えた。すなわち，混合校の生徒においては「現在の不

満・悩み」がダイエット状況に影響を及ぼし，人間関係や自己の性格などを悩みとする者は，

若干，望ましくないダイエット意識を持っていることが示唆された。根強い刷り込み現象化

したダイエット意識が，混合校の「不満・悩み」と関連を示した背景については，今後の検

討課題とする。さらに，ダイエットの情報源を「マスメディア」とする傾向は，馬場の報告１２）

および筆者等１３）が女子短大生を対象に行ったダイエット調査結果と同様であった。

　７．生活行動との関連性

　　生活行動のうち「現在の不満・悩みの原因」と関連のあった項目をみると，男子の精神的

因子群は『就寝時間』が不規則な傾向にあり，『熟睡の程度』は社会的因子群に比較して悪

く，『運動習慣』はない様子が伺えた。女子の精神的因子群は『地べたに座り込む行動』が

社会的因子群より高かった。すなわち，男子・女子ともに精神的な不満・悩みを有する者は，

心の安定を図り難く，そうした心の在り様が生活行動にも望ましくない影響を及ぼしている

ことが示唆された。これらのことから，食環境が生活全体と複合的に関連していることが明

らかになった。

　　一方，進学校は「不満・悩み」と生活行動に関連を示していなかったが，混合校の精神的

因子群は『就寝時間』が若干不規則で，『運動習慣』が低く，『地べたに座り込む』ことが多

い傾向にあった。このことから，混合校の生徒においては「現在の不満・悩み」が生活行動

に影響を及ぼしている傾向が高く，精神的因子群は望ましくない意識・行動を構築している

様子が伺えたが，この背景についても，今後検討したいと考えている。

２． 疲労状況との関連性

　若年層の疲労度の高さが問題視される１４）中にあって，筆者等が２００１年に北海道・東京・兵

庫・鹿児島の女子短大生を対象に疲労調査を行った結果と同様に，本対象の疲労傾向も高く，

特に，男子・女子ともに「現在の不満・悩み」が精神的因子である者にその傾向が高かった。

疲労内容としては，肉体疲労１０項目，，精神疲労２０項目ということを考慮して点数をみると，

若干，肉体疲労が精神疲労より高い傾向にあり，性別にみると女子の疲労傾向が高かった。女子

においては精神的な「不満・悩み」を有する者は，食意識領域および食品摂取状況，食の簡便

化意識，食事時間の規則性，ダイエット時の健康意識など望ましくない方向にあり，これらが

複合的に関連し，疲労度の高さに繋がり，さらには，近年問題視されている「地べたに座り込

む」行動にも関連していると推測される。
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蠹．おわりに

　若年層の人間関係や自己の性格，生き甲斐のなさなどが，食環境および生活環境，疲労状況

に広く影響を及ぼし，望ましくない意識や行動を複合的に構築していることが示唆された。こ

れらのことから，若年層に対する食および健康の適正化を図るためには，知識の教育に止まる

ことなく，心の在り様に配慮し，「豊かな心」を育む教育を通して動機付けをしていく必要が

あると痛感した。

　なお，この一連の研究は，平成１１年～１４年の４年間，文部科学省日本学術振興会科学研究費

補助のもとに行われているもので，この一部は第４９回日本栄養改善学会において口頭発表した。

蠧．要　　　約

１．対象者の属性および体格状況

　対象の住環境は全国平均より若干「親との同居」が多く，兄弟・姉妹数も若干多い。身長・

体重は男子・女子ともに同年齢の全国平均値とほぼ同値でBMIは「普通」域にあったが，女子

は４～５kgの体重減少を希望していた。

２．「現在の不満・悩み」に及ぼす影響要因

　１） 人間的価値観との関連性

　　男子で人間関係や生き甲斐のなさを「不満・悩み」とする精神的因子群は，学校において

人間教育を受けていないと認識する傾向があり，混合校でも同様な傾向がみられた。一方，

進学校の精神的因子群は人間的成長を目標に掲げていた。 

　２） 食意識との関連性

　　食意識１８項目のうち，男子に関連のみられた項目は『偏食矯正意識』『孤食に対する抵抗

意識』『希望共食者』『食べ方・食べる姿に対する美意識』の４項目で，女子には『食事改善』

関連の２項目と，『食の目的』『食環境に対する危機意識』『希望共食者』『食事作法知識の有

無』の計６項目に関連がみられた。男子・女子のいずれにおいても精神的因子群が望ましく

ない意識を構築している様子が伺え，その傾向は女子に高かった。

　　一方，学校別では進学校・混合校ともに『食事改善意識』や『食の目的』『食事作法知識

の有無』『希望共食者』などのそれぞれ４項目に関連を示した。性別・学校別ともに全ての

群に関連性が認められた項目は『希望共食者』であった。

　３） 食品摂取状況

　　「現在の不満・悩み」と関連のあった食品は，男子では『魚』の１食品，女子では『卵』

『牛乳・乳製品』『緑黄食野菜』『いも類』の４食品で，いずれも精神的因子群が摂取頻度の

低い傾向がみられた。

　　一方，進学校の『卵』『緑黄食野菜』『いも類』の３食品は，精神的因子群の摂取傾向が低
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く，混合校の『牛乳・乳製品』は「毎日」と「殆ど飲まない」が社会的因子群より若干多

かった。

　４） 食の簡便化意識との関連性

　　女子および混合校は『栄養と食欲を満たす錠剤の使用意識』に関連性を示し，精神的因子

群に簡便化意識の高い傾向がみられた。また，『簡便化食品購入時，気になること』は総計

のみに関連性を示し，精神的因子群が美味しさや匂い，量，簡単さなどの商品価値を気にし

ている様子が伺えた。

　５）食行動との関連性

　　総計と男子・女子および混合校は『食事時間の規則性』に関連性を示し，いずれも精神的

因子群には不規則な傾向がみられた。『日常の食事量』には進学校が関連性を示し，精神的

因子群は「腹いっぱい」食べる傾向がみうけられた。

　６）ダイエット状況との関連性

　　男子には関連はみられなかったが，女子の精神的因子群は，若干，ダイエット時の健康意

識が稀薄な様子が伺えた。

　　一方，進学校の精神的因子群は自己体格を「普通」と認識する傾向は社会的因子群より低

く，「太っている」「少し痩せている」と認識する傾向が若干高かった。混合校では「現在の

不満・悩み」が『痩せ願望』『痩せたい身体部位』『ダイエット方法』『情報源』『ダイエット

時の健康意識』に関連を示し，いずれも精神的因子群が望ましくない意識・行動を構築して

いることが示唆された。

　７）生活行動との関連性

　　男子の精神的因子群は『就寝時間』が不規則な傾向にあり，『熟睡の程度』は社会的因子

群に比較して悪く，『運動習慣』がなかった。女子の精神的因子群は『地べたに座り込む』

ことが社会的因子群より高かった。

　　一方，進学校には「現在の不満・悩み」と生活行動に関連を認めなかったが，混合校の精

神的因子群は『就寝時間』が若干不規則で，『運動習慣』が低く，『地べたに座り込む』こと

が多い傾向にあった。

　８） 疲労状況との関連性

　　本対象の疲労傾向は高く，男子・女子ともに精神的因子を「不満・悩み」とする者にその

傾向が高く，性別にみると女子の疲労傾向が高かった。疲労内容としては，若干，肉体疲労

が精神疲労より高い傾向にあった。一方，進学校においては肉体疲労，精神疲労ともに有意

差を認めなかったが，混合校では精神疲労に差異がみられた。

 

－82－

鹿児島純心女子短期大学研究紀要　第３３号　（２００３）



参考文献

１）　鹿児島産業保健推進センター：鹿児島県主要企業調査

２）　（財）日本学校保健会：保健室利用に関する調査報告書　平成９年９月

３）　中央教育審議会：「新しい時代を拓く心を育てるために」中央教育審議会答申　平成１０年６月

４）　徳武　靖：文部省「学級崩壊」調査詳報　総合教育技術（小学館）５４（１２）　１９９９．１１

５）　文部科学省編：平成１４年９月２５日　１３年度文部科学白書　２１世紀の教育改革　学校基本調査学級崩壊

６）　鹿児島県統計課：２０００年度・学校基本調査

７）　警察庁：犯罪の凶悪化，粗暴化傾向　警察白書

８）　厚生省：平成１０年版　厚生白書

９）　厚生省大臣官房統計情報部編：（財）厚生統計協会　平成７年　国民生活基礎調査　第１巻

１０）　健康・栄養情報研究会：国民栄養の現状，平成１２年厚生労働省国民栄養調査結果

１１）　石村哲代他：女子短大生の心理的特徴におよぼす食生活の影響　

　　（第１報）　食生活と欲求不満行動との関連性　四條畷学園短期大学　研究論集　第３４号　平成１３年５月

１２）　馬場沙織：ＢＭＩ域と自己体型認識による正・誤認識からみたダイエット状況－女子短大生とその母親－

　　  学位授与機構提出論文　（１９９９）

１３）　花木秀子他：食と心の教育関連　（第１報）　女子短大生の食・生活・性格・疲労状況　　

  鹿児島純心女子短期大学研究紀要　第３１号　　（２００１）

１４）　梅原頼子他：栄養指導に関する研究－（第１４報）　女子短大生における食生活と健康に関する意識について

－，鈴鹿国際大学短期大学部紀要　第１９巻，１１～２２（１９９９）

－83－

食と心の教育の関連（第２報）


	純心紀要 63
	純心紀要 64
	純心紀要 65
	純心紀要 66
	純心紀要 67
	純心紀要 68
	純心紀要 69
	純心紀要 70
	純心紀要 71
	純心紀要 72
	純心紀要 73
	純心紀要 74
	純心紀要 75
	純心紀要 76
	純心紀要 77
	純心紀要 78
	純心紀要 79
	純心紀要 80
	純心紀要 81
	純心紀要 82
	純心紀要 83

